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小
さいとき私は動物が苦手だった。とりわけ「犬」は苦手中の苦手だった。学校の帰り道に野良犬に付きまとわれたりすると、大声を上げてわんわん泣きながら、家路を急いだことも２度や３度ではない。なぜ犬が嫌いだったのかを、記憶の糸をたぐり寄せて思い出してみると、あれは幼稚園ぐらいのことだっただろうか…。近所に大きな犬を飼っている家があって、その家の前を母と一緒に歩いていたときのことだった。何気なく犬の鼻先に手を差し出したと同時に、その犬に思いきり「ガブリッ」と咬まれてしまった。当然、激しい勢いで当時の私はわんわん泣いた。自分の中で一番古い記憶は、このときの手の痛みなので、トラウマといっていいぐらいの大きな出来事なのは間違いない。
そんな私が、今、「動物のお医者さん」として、生まれ故郷の街で病院を開いているのだから、人生というのはまったくわからないものだ。
そ
んな私が「犬嫌い」を克服した出来事というのは、意外に他愛もないことだった。小学校5年のとき、隣の席に座った女の子に初恋をしてしまった。その女の子が「大の犬好き」で、放課後や休みの日などに公園に愛犬を連れて散歩に来ていた。女の子となんとか話がしたい…。でも、犬は怖い…。それでもやっぱり話はしたい。けど、犬がいる…。そうやって思い悩んでいたある日、その子が突然、「一緒に遊ぼうよ！」と声をかけてきた。「どうしようか」と迷っているうちに、女の子はどんどん私に近づいてきた、犬と一緒に…。逃げ出そうかと思ったが、こんなチャンスはまたとない。とはいえ、やっぱり犬は怖い…。そんなことを考えて、金縛りのように直立不動の状態になっていたら、犬のほうが勝手にまとわりついてきた。でも、その時には不思議と恐怖心は薄れていた。女の子が近くにいたから、無意識にいいところを見せようと思ったのか、今でもそのときのことはよくわからない。とにかく、久しぶりに犬に触れる機会ができてしまった。その犬は「ラッキー」という名前で、とにかく人懐っこい性格で、昔のように激しく吠えられることもなかったし、思いきりガブリと咬まれることもなかった。「ラッキー」と触れ合ううちに、犬嫌いが克服でき、いつしか他の動物にも苦手意識がなくなり、ついには自分の家でも犬を飼うようになっていた。
そ
の女の子は1年ほどして、親の転勤で遠くへ引っ越してしまった。でも、私はその子との出会いがきっかけで、動物を好きになることができ、今は獣医として生活をしているので、私の人生を決定づけた恩人といっても言い過ぎではないだろう。

